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ダライ ラマ 13世寄贈の
一 連の ネパ ー一

コレ 系写本に つ い て

一 r瑜伽 論』 「摂 決択分」 梵 文断簡発見記

松　田　和　信

【0】
一

昨年11月， P ン ド ン の イ ン ド省図書館に お け る

中亜写本 の 調査 〔1｝か ら帰国す る と，一
通の 手紙が 私を待

っ て い た 。 手紙は レ ニ ン グ ラ ー ドの ク チ ャ ノ フ （E ．L

Kychanov ）博士 か らの もの で ， 以前 に 私が ソ ヴ ィ
エ ト科

学ア カ デ ミー東洋学研究所 の ポ ン ガード齧レ ヴ ィ ン （G ．

M ．Bongard・Levin）博士 を通 して依頼して お い た レ ニ ン

グ ラ ードにある
一

連の ネ パ ール 系梵文写本の マ イ ク ロ

フ
ィ

ル ム を別便 で 送付 した 旨の 通知で あ っ た 。
こ の 写本

は ，か つ て ナ ーバ ーミ ラ ー （E．Obermiller， 1901−1935）

が一度は手に しな が ら，彼が 研究した 既証定 の
一

文献を

除い て 忘れ られ，人知れず眠 っ て い た 世界の 孤本で あ る 。

私 は 期待 して フ
ィ

ル ム を待 っ たが ，

．
不幸 に も郵送事故が

発生 し ， 交渉 の 末 ， 再送付され た フ ィ ル ム が私の 許 に 届

い た の は ，昨年 の 6 月下旬に な っ て か らで あ っ た 。
こ の

写本を閲覧で きた こ とは ，私 に は感慨深い もの があるが ，

34歳 で 早世 した オーバ ーミ ラ ーか ら50年の 歳月を経て ，

彼 と同齢 の 私 に よ る写 本再 発 見 の 経 緯 と証定 の 結果を こ

こ に 記 し，東洋の 片隅 か ら ロ シ ア の 偉大な仏教学者を偲

ぶ こ とと し た い 。

【1】 1914年 ，
ロ シ ア の 学者 ，

ミ ロ ノ ブ （N ．D ．　Mirenov ）

は ，当時 ペ テ ル ス ブ ル グ の ア ジ ア 博 物館に あ っ た ネパ ー

ル 系梵文写本の 目録 を 出版 しtc　C2）e こ の 中で ミ ロ ノ ブ

は，Ms ．　Ind、VII．23とい う登 録番号の 付い た一連の ネパ

ール 系写本 を紹介して い る 。
こ の 写本は 現在 ソ ヴ ィ

エ ト

科学 ア カ デ ミー・ア ジ ア 民族研究所 の レ ニ ン グ ラード支

部 に カ タ ロ グ と同 じ登録番号 で 保存され て い る。 ミ ロ ノ

ブ に ょ る と
，
Ms．Ind．　VII．23 は ， 同サ イ ズ の ネパ ール 紙

に 同じ書体 で書 か れた 四種 の 文献を
一

纒 に した写本 で，

全部 で 24葉 よ りな る。なお，24葉 は い ずれ も左端が破損

し て い るが ，近代の 紙本で は な く， ネパ ール 系貝葉本 に

見 られ る よ うな古い 書体で書か れた 注 目すべ き写本で あ

る  
。 ミ ロ ノ ブ は 写本 に 含 まれ る 四 種の 文献 に つ い て ，

次の よ うに 420 番か ら423 番 まで の カ タ P グ内通 し番号

を 付けて い る
（4）

。

　　NQ ．420
，
3folios，　Unidentified　sUtra （Complete ）

　　No ．421
，
12　folios

，
　Unidentified　stitra （Fragment ）

　　 No．422，1folio，　Bttddhdvataηtsakasditra

　　　（Fragment）

　　 No，423，　8　folios，　Third　Bhavandikrama

　　　（CQmplete＞
ミ ロ ノ フ に 分か っ た 点は ，423番 の 8　eetl：　Third　Bhdva・

nakrama の 完本 で ある こ と と
， たまた ま章末 の コ ロ フ

ォ

ン を含ん で い た 422 番 の 1 葉が 『華厳経』 の 断簡で あ る

こ とだけ で ，完本 で はあるが，＝ o フ ォ ン の な い 420 番

の 3 葉，何 らか の 大 きな文献 の 中間部分 の 断簡と見 られ

る 422 番の 12葉 は ，た だ経典 （sUtra ） とす る だ けで ，そ

れ の 簡単な 内容を述べ
， 最初 と最後の

一
行を 紹介す る に

とどめ て い る。

　そ の 後，423番 の Third　Bhdvandferama　 lよオ ーパ ー

ミラ ーの 眼に 留ま り，
1935年に 英文で 簡単な研究が発表

され Cli），校訂テキ ス トの 出版が予告され る 。 しか し，こ

れ は 彼の 死 の 年の こ とで あっ た 。 と こ ろ が 1963年に な っ

て ， オ ーバ ーミ ラ ーを記念 し ， 写本は モ ス ク ワ で 影印出

版される
（6）

。 わ が 国の 湯山明博士 は い ち早 くそれを研究

に 利用 し（T），さ ら に こ の 影印版は 1971 年 の ツ ッ チ （G ．

Tucci）に よ る校訂 テキ ス トの 底本 とな る（B｝
。 しか し ， 他

の 三 文献に つ い て は ，誰に も研究さ れ な い ま ま，現在 に

至 る ま で 忘れ去 られ て い た 。

　 とこ ろで ， Ms．　Ind．VII．23の 来歴 で あ るが ，ミ ロ ノ フ

に よ る と（9），当時 の ダ ラ イ ラ マ ，つ ま りダ ラ イ ラ マ 13世

が寄贈 し，オ ル デ ン ブル グ （S．F ．　Oldenburg ）に よ っ て

ア ジ ア 博物館に 引き渡され た との こ とである 。 さ らに オ

ーノミーミ ラ ーに よ る と（10），ドル ジ エ フ （Dorjief， 正 式 名

mtshan 　nyid 　mkhan 　po　Ngag　dband　blo　bzallg　rdo 　rje＞

に よ っ て チ ベ
ッ トか らもた らされた との こ とで あ る の

で ，
ダ ライ ラ マ に 親 ロ シ ア 政策を薦め て 自らそ の 特使 と

な り ， 1899年か ら1901年に か けて 二度ペ テ ル ス ブル グへ

赴い た ドル ジ エ フ を通 して ロ シ ア の 手に 渡 っ た写本で あ

っ た と思われ る。つ ま り，もとは チ ベ
ッ ト政府の 所有す

る写本であっ た 。
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【2】 か つ て 私 は ，
ス テ a ラ マ テ ィ （Sthiramati）以降 の

文献中に ，無分別智 と後得智 の 典 拠 と し て 比較的 よ く引

用され る Nirvikaipaprawejadha’
rapi の 約半分程の 梵文

断簡を ギ ル ギ ッ ト写本 中に 証定 した が α 1｝，その 後 しば ら

く し て ，イ ン ドで 再刊 され た ミ ロ ノ フ の カ タ ロ グ を見 る

と ，
ミ 卩 ノ ブ が 引 い て い る 最初と最後の 文章か ら Ms．

工nd ．VII．23 の 420番が こ の テ キ ス ト の ほ ぼ完全 な写本

で あ る こ とに 気が つ い た c12＞
。

　 また ミ ロ ノ ブ の 記す文章か ら（13 ），420 番 に 続 く421 番

の 12葉も私 に は 何 らか の 重 要 な テ キ ス トの
一

部で ある よ

うに 思わ れ た 。 12葉は 各葉の 右端 に 13か ら24の 葉番号

くFolio　Number ）が 書か れて い る。　 ミ ロ ノ フ は 第 13葉 の

表 1 行 と第24葉 の 裏 8 行 目（最終行）の 文章を 紹介 し，さ

らに説明を加え て ， sarpvara ，　bhikSu，　skandha に つ い て

問題 に して い る とか ，第14葉 の 裏 1 行 目に は 1昏 伽 瓣 o鮎

すα sUtra とい う語 が 読め る とか 述べ て い る 。 しか し私に

は ，こ れは ミ ロ ノ フ の 言 うよ うに 経典の
一

部 で は な く，

何 らか の 巨大 な ア ビ ダ ル マ 文献 ある い は律の 註釈 文献

の 一部の よ うに 思わ れた。し か し そ の 時の 私に は ，こ の

写本が 現在 ど こ に 保存 され て い る の か ，果た して 私 が そ

れを 取 り寄せ る こ とが で きる の か どうか さえ 不 明で あ っ

た。入 手は あきらめ ざ るを 得なか っ た。

　それ か ら数年後 ， ボ ン ガード＝レ ヴ ィ ン 博士 に 依頼す

る 機会に 恵 まれ，写 本 の マ イ ク ロ フ
ィ

ル ム は 私 の 許 に 届

くこ とに な っ た が ， 到着を待 つ 間，私は ミ V ノ フ の 記す

421 番の 最初と最後 の 文章を 取 り出 し て は ， こ れ が 如何

な る テ キ ス トに 属す る の か 考 え て い た 。 し か し，現存 の

ア ビ ダル マ 文献や律文献を い くら探 して も対応箇所 は 見

出され な い e で は こ れは 全 く未知 の 文献 な の か 。 結局，

何も分 か ら ず じ ま い で あ っ た が，フ
ィ

ル ム の 着 く直前に

な っ て，ミ 卩 ノ ブ の 紹介す る文章中 の tasmad 　vijfiaptir

api 　prajffaptito
，
stiti　pratyetavyE とい う

一
文が 私 に こ

の テ キ ス ト の 証定の 鍵を与えた
。

こ こ で の vijfiapti は

vijfiaptikarman を指すが，「表業も仮有 で あ る」 とい う

説明は ，説
一

切 有部 の 教 義 で は あ りえ な い は ずで あ る。

残 され た 現存文献は 唯識派 の もの しか ない 。そ う考 え る

と，後 は こ れ が 『瑜伽論 』 「摂決択分」 の
一

文 で あ る と

結論す る に は ，わ ずか な時 間 で 十 分 で あ っ te。 「摂 決択

分」の 梵文写本など残 っ て い る は ずが な い との 先入観 が

あ っ たため ，見当外れ の 文献ばか り探 して い た の で ある 。

以下 に ミ Pt ノ フ の 紹介す る 梵文 に 対 応す る 「摂決択分」

の チ ベ
ッ ト語訳 と漢訳を挙げ て お こ う。 三 者は 見事 に

一

致す る 。 な お 梵文 は こ こ で は 私 の 読み を 示 して お く。

　　Folio　13　Recto　1，　1／／　（yu）jyate　na 　ca 　sarpsk 五・

　　 rotpatti 颯 吾trakam 　 apah 互ya　 any 亘 kriyopalabhyate

cak 睾u 穿颪pi ≦rotrepfipi 　 manas 百pi　 tasmad 　v三」匝aptir

api 　praj負aptito
，
stiti　pratyetavy五　tatra　yab 　ka≦cid

五sarpvarikakulaj 百to　vijfiah 　svayalp 　cittam 　abhisarp −

skaroty （sic＞anayNa 　jivikayza　jivisyami　rocate 　ksamate

c乱sya 　jivik五 tad颪 asarpvrto 　vaktavyab 　（／）a冒

Tib．　P ．ed ．
，
　Zi　31a5−7

，
＿ ．（mi ）rigs 　pas だ du　byed

’byung　ba　tsam　ma 　gtogs　par　bya　ba　gzhan　ni 　m 苴g

dang　rna 　dand／yid　ky三s　kyang　mi 　dmigs　pa
’iphγir

te ／de　lta　bas　na 　rnam 　par　 rig 　byed　kyang　brtags

pa
’i　yod 　pa　yin　par 　khong　du　chund 　par　bya’o ／

de　la　sdonpama 　yin　pa
’i　rigs 　 su 　 skyes 　 zin 　pa

gang 　la　la’
tsho　ba’d三s

，

tsho　har　bya’

o 　zhes 　rang

gi　 sems 　 mngon 　par
’du　 byed　 cing ／de ’

tsho 　 ba

de　la　
’dod 　pa　bzod　par　byed　pa　 ni 　de’i　tshe 　na

ma 　bsdoms　pa 　y 三n　par 　brjQd　par　bya
’

o 〃

．＿ （不 応）道理 。 又離唯諸行生，余実作用由眼耳意

皆不可得 。 是故当知
一

切表業皆是仮有。 復次若有生

不律儀家有所了別 自発期心。謂我当以此 活命事而 自

活命 。 又於此活命事重復起心欲楽忍 可。爾時説名 不

律儀者 。 （589b19−24＞
＊　＊　宰　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊．　 ＊　＊　＊　 ＊ 　 ＊

Folio　24　Verso　8♪ ／〃 ．．．．，．．．．．／adhy 亘tmaprat −

yayajab 　Punas　tad　yath豆 pratyatmam 　ayoni ≦o 　mana ・

s覧k互raja 癒 r互9石diparyavasth百narp 　sar μkle≦aih 　yoni60

manasikfirajair 　va 　pullab　 samapat （t）yEdibhiLi／

karmapratyayaja≦ ca 　tad　 yath五 画 rvakarm 査dhi．

patyena　saurttpyavai エifpytidibhib　svabhavajaS 　ca

vikhrab 　tad　yath百 e手am 　evendri −

Tib．59a8−b2，　 nang 　gi　 rkyen 　las　skye 　ba　n 三’di　lta

ste ／so 　 so
’i　 nang 　gi　tshul 　bshin　ma 　y三n 　pa　yid　la

byed　pa　las　 skyes 　pa
’i　

’dod　chags 　kyis　kun　nas

dkyis　pa　la　sogs　pa　kun　nas 　nyon 　mongs 　pa

rnams 　dang／tshul　bshin　yid 　la　byed　pa　las　skyes

pa
’i　snyorns 　par　

’jug　Pa　la　sogs 　pas　
’
gyur　bar

byed　pa
’
o ／las　kyi　rkyen 　las　skye 　ba　ni

’di　lta

ste ／sngon 　gyi　las　kyi　dbang 　gis　gzugs 　sdug 　Pa

dang　mi 　sdug 　Pa　la　sogs 　pas　
’

gyur　bar　byed

pa
’
o ／ngo 　bo　nyid 　las　

’
gyur　ba　skye 　ba　ni 　

’di

lta　ste ／dbang　po　de　dag　nyid 　kyi．．．．．．

．．．．二 由内縁所生 ， 謂由各別不 如理 作意所生貪等諸

纒煩悩故，或由如理作意所生三 摩鉢底等故。三 由業

縁所生，謂 由先業増上縁力感得端正醜陋等故 。 四 由

自休変異所生 ，謂彼諸根．，．．（60〔｝c6 −10）

【3】　 マ イ ク ロ フ ィ ル ム の 到 着を 前に ，私 は所期 の 目的
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を達 し て し ま っ た と もい え る が ，届い た 写本を 読 んで み

る と ， 果たせ るか な，421番の 12葉は ， 『瑜伽論』「摂決

択分」 の 玄奘訳第53
， 54巻の 二 巻分の ほ ぼ全体に ，また

真諦訳 r決定蔵論』 の 後半部 に 対応す る写本の 残欠 で あ

っ た 。 「摂決択分」 は 玄奘訳 r瑜伽論』 の 51 巻か ら始 ま

る の で ， 第13葉か ら始ま る こ の 断簡も，失 わ れ た 第 1葉

か ら第12葉まで に，第51，52巻に 対応す る 部分が 記 され

て い た と考えれ ば 十分計算が合 う。 従っ て ，
こ れは r瑜

伽論』 全体の 写本 の
一

部 で は な く，「摂 決 択分」 の み の

単独写本 の
一

部で あ っ た に 違 い な い 。

　ま た 届 い た フ a ル ム を 見 る と，12葉 の うち，第15葉と

第19葉の 数字を読 み誤 っ て，フ
ィ

ル ム の 順序が 混乱 して

い たが，それを本来の 順序に 戻 し て ，チ ベ
ッ ト語訳，漢

訳 と比較 しつ つ 一読した 。
ご く

一
部 の 例外を除い て 三 者

は よ く
一

致す る 。 た だ し，他 の 葉が 表 ・裏 8 行ず つ び っ

し り と書か れ て い る の に 対 し，第22葉 だ け は，表 4 行，

裏 6行書か れ て い る の み で ，玄奘訳 で言うと ， 598頁

a 段の 8 行 目か らb段の 8行目に あた る 部分が 欠落 して

い る （1の
。 恐 ら く， 書 写生 が 別 な 写本か らこ の 写本を 書き

写 した際 に ，何らか の トラ ブ ル が あ っ て，こ の 部分を 写

せ な くな り，こ こ に 欠落が あ る こ とを 示 す た め ，あえ て

こ の 部分 を 空白の ま ま 残 した の で あ ろ う。 こ の 12葉が

カ バ ーす る 「摂決択分」の 内容は，「本地分」 の 「意地

（Manobhifmi）」の 末 尾に 対 す る 決択 に あた る部分で
，業 ，

律儀，二 無心定， 虚空，非択滅の 決択，お よび 五蘊に 関

す る詳細な説 明が与えられて い る。た だ残念な こ とに ，

12葉は す べ て 左 端が 破損 して い る た め ，完全 な梵文 は 回

収 で きない 。

【4】　こ こ で ， こ の 断簡に よ っ て 新た に 知 られ る事実に

つ い て 報告 し て お こ う。 r瑜 伽 論 』 を構 成 す る 本 地 ， 摂

決択，摂釈，摂異門，摂事の 五 分の うち， 摂決択 ， 摂異

鬥，摂事の 三 分 に つ い て は，す で に そ の 原 タ イ トル が 知
ひ ＋
られ て い る  

。 原 タ イ トル 不明の 本地 ， 摂釈 の 二 分の う

ち，「本地分」 に つ い て は ， 「摂決択分」 に引用され る

「本地分」 の タ イ ト ル の チ ベ
ッ ト訳 Sa’i　dngos　gzhi に

ょ っ て Malabhami あ る い は Bhtimimaula な ど と想定

され て い た が （16）
，

こ の 断簡の 第24葉裏 6行 目に は ， 次の

よ うに 「本地分」に 言及す る
一

文がある ｛17）。

　　．．．．tatra　in（lriyam　　aparibhipna エp　bhavatiti　tad

　　yath百MaulydirP　bham α u 　vistarerPoktarP 　tad 　yathE

　　adhisth 百血ato 　vE 　lakSanato　vE ．，．．

玄奘訳で 「本地 分中に 広 く説 く如 し」（600b28）に あた る

部分が，tad 　yat塩 Mauly 駆p　bhロmau 　vistarepoktalp と

あ る 。 こ れ に よ っ て 「本地分」 とい う漢訳語 の 原語が

Mauli 　bhttmibで あ っ た こ とが確認 で きる 。 な お 写本で ，

MaUlyfirp　bhtimau　vistareOoktarp に 続 く adhisthfinate

v
−
a　lakrpanato　vE 　．．．．とい う文章は ，「本 地 分」 の

一
文

〔18｝

を 「摂決択分」が引用 した も の で あ るが ， チ ベ
ッ ト語訳

に は 欠け，全体として は ，梵 ・蔵 ・
漢が よ く

一
致す る の

に 対 して，珍 しい 一例で あ る。ま た，Mauly石甲 bh荘mau

の 前の tatra　indriyam　aparibhinna 叩 bhavatiとい う
一

文 は ， 同 じ く 「本地 分」 の 一
文

（19）を引用 した もの で ，こ

ち らは ，梵 ・蔵 ・
漢 と も一致 す る 。

【5 】　r瑜伽論』 の 梵文写本は ，
バ ト ナ の ラ ーフ ラ ・コ レ

ク シ
ョ

ン に 「本地分」の 写本が あ るが ，
バ トナ 写本 の 第 1

葉の 表に は ウ メ 体の チ ベ
ッ ト文字に よ る チ ベ

ッ
ト語 で ，

「ア ール ヤ ・ア サ ン ガ に よ っ て 作られた 地の 五部の 中の

本地分 の イ ン ドの テ キ ス ト」（20｝とあ り，ま た最終葉の コ

ロ フ ォ ン に は ，梵文 で 「無余依地 終 り」
C21）とあ っ て ，確 か

に 写本 は そ こ で終わ っ て い る 。
バ トナ 写本は 「本地分」

だ け で 完結 し た 写本に 間違い な い 。

　 ラ ーフ ラ ・サ ー
ン ク リ トヤ ーヤ ナ （Rtihula　S劭 krty五，

yana）の 書い た もの を読む と（22），ラ ーフ ラ は ， 「声聞地］

と 「菩薩 地 」を 除 く 「本地分」の 写本をチ ベ
ヅ トの サ キ ャ

（Sa　kya）寺で，「声聞地 」 と 「菩薩地」 の 写本を シ ャ ル

（Zha　lu）寺で発見 し，全 写本を 写真に 撮 り，さ らに サ キ ャ

寺の 写本に つ い て は，写真に 撮 っ た 以外に 6週間か け て

自分 の 手 で 写 して 持 ち帰 っ て い る 。
こ れ らの 写本は い ず

れ も貝葉 本 で ，書 体 も，恐 ら くネパ ール 系写本の 最古層

に 属す る と思 え るほ ど古く ， 紙に 書か れ た 「摂決択分」

の 写本 とは ，全 く別 の 写本 で あ る e

一
体 「摂決択分」 の

写本が チ ベ
ッ トの ど こ に あ っ た の か ，こ れ以外の 部分 は

一
体 ど こ へ 行 っ て し ま っ た の か ， 今 とな っ て は，我々 の

手の 届 か な い 所 へ 消え て し ま っ た と しか 言 え な い の か も

しれ な い 。

【6］　次に，Ms ．　Ind．VII．23 を 構成す る 四 文献 の うち，

『華厳経』 と され て い る もの の ，い ささか 説 明 を要す る

422 番 の 1 葉 に つ い て 触れて お きた い
。

ミ P ノ フ は 『華

厳経 （BuddhavataPtsakastitrα）』と言 うだ けで （23＞
， こ れ

が 『華厳経』 の ど こ に あた る の か は 触れて い ない 。こ の

1 葉は ，表に は 9 行書か れ て い る が，裏は 5 行 目に 章末

の コ ロ フ ォ ン が 記 され て ，後は 空 白の ま ま 残 さ れ て い

る。コ ロ フ
ォ

ン は ，ミ ロ ノ ブ も紹介 して い るが ，Buddh 五一

vata 【psake 　mahfivaipulyasfitre 　6atasahasrike　granthe

Samantabhadracary百nirde ≦aparivartto 　n 頁matrl ユp ≦atimah

samEptah 〃31〃 （r仏華厳 』 な る 大方広経 ， 10万頌 の う

ち ， 「普賢行品j とい う第30章終わ り）と書か れて い る。
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こ の 後 に 数字で 31 と ある の で ， tri【p≦atima が正 しい の

か ，数字 の 31 が正 しい の か判然 と し な い が，確認す る

と，こ の 断簡は 『六 十華厳』 で は 第 31 章，『八十華厳』

で は 第 36 章，チ ベ
ッ ト語訳 『華厳経』 で は 第 42章に あ

た る 「普賢菩薩行晶」の 末尾 の 断簡で ある こ とが 判明 し

た 。

　 こ の 1 葉 に は 「普賢菩 薩 行 聶」末尾の 偶頌 の うち，第

78偈か ら最後 の 第 121 偈 ま で が 含 まれ て い る。お も しろ

い こ とに，各偈頌 の 後に 偈頌番号が 数字で 示 されて い る 。

ネ パ ール 系写本 で は ， 偈頌番号が な い の が普通 な の で ，

極 め て 特異な 写 本 の よ うに 思わ れ る 。 な お こ れ に は 葉番

号 は 記 され て い な い。従 っ て ，こ れが大 『華厳経』 の 巨

大 な写本の 残欠なの か ，「普賢菩薩行品」 だ け の 単独写

本 の
一

部なの か が問題とな る e
コ ロ フ

ォ ン に 第30章 （あ

る い は 31章） と書か れ て い る の で ，大 r華厳経 』 の
一

部

の よ うに も 思 え るが、一
方 ，

こ の 断簡の 裏面 は，5行だ

け 書 か れ，後 は 空 白に な っ て い る の で ，それ か らす る

と，こ こ で 終わ っ て い た よ うに も思 わ れ る 。

　また，「普賢菩薩行品」 が第30，ある い は 31章 とな る

と，こ れ は 『八十華厳』 お よび チ ベ
ッ

ト語 訳 『華厳経 』

とは，章構成に お い て 全 く異な り，翻訳 の
一

番古い 『六

十華厳』 に 対応す る こ とに な る 。 チ ベ
ヅ ト語訳 と一

致す

る こ との 多 い ネパ ール 系写本で ， こ れ は 異例で あ る 。 偈

頌番号を 記す こ と と併せ て も，こ の 断簡 は ネパ ール 系写

本で は あ るが，性格 と して は，中央 ア ジ ア 系写 本 に 近 い

の か も しれ ない 。

　い ず れ に して も，『華厳経』 の 写本 と して は ， 「十 地 品」

「入 法界品」以外 の 唯
一

の 写本 の 断簡なの で，貴重な も

の で あ る こ とは 間違い ない 。私が不 思議trc思 うの は ，こ

の 断簡に つ い て は ミ ロ ノ ブ がは っ き りと 『華厳経 』 と言

っ て い るに もか か わ らず，現在 に 至 る まで r華厳経』 の

研究者で これ に 気付 い た 人が一
人もい な か っ た こ とで あ

る （24 ）。

【7 】 最後に ，私が こ こ で 証定 した 三 文献 に つ い て ，漢

訳 とチ ベ
ッ ト語 訳 の 対 応箇所 の

一
覧を示 して お こ う。

　　（420） 『入 無分別 法 門経 （NirvikalPaPravesndha−

　　　　　ra ηi）』 Skt．　Fragments 　in　the　Gilg三t　Mss，：

　　　　　松 田和信　1981，Tib，　P．　ed ．，　 No．810，　 Ch．

　　　　　施護訳，大正 No ．654， 訳者不明敦煙写本 ：

　　　　　Ueyama ，　East皿 an ＆ Broughton　1983．

　　（421）r瑜飾論 （yogdicdrabhami ）』 「摂 決 択 分 （Vini−

　　　　　9cayarpgrahapi）」断簡，Tib．　P．ed ．，No．5539，

　　　　　Zi　31a5−59b2，　 Ch，大 正 VoL　30
，
589b19 −

　　　　　600c10 （巻53−54），『決定蔵論』 大正 Vol ．30
，

　　　1026a8−1035a17
，
　 cf ．宇 井 伯 寿 『印度哲学研

　　　究』 （第 6 巻＞pp，620−704．

（422＞『華厳経（Buddhdivatampsakastitra）』「普賢菩薩

　　　行 品 （Sa皿 antabhadracaly 亘nirde ≦aparivarta ）」

　　　断簡 ， 第 78−121 偈，Tib，「第 42章」 P，ed ．，

　　　No．761，　Si　73a7−75b1，　Ch．『六 十華厳』「普賢

　　　蓄薩行品第三 十一」大 正 Vol，9，610bl−611a

　　　29，『八十華厳』　「普賢行品第三 十六 」 大 正

　　 Vol．10，261a8−262a9．

　1800年代 の 終わ りか ら1900年代の 初め に か け て の 列強

諸 国 の チ ペ
ッ トへ の 野心 の 狭間で ，チ ベ

ッ ト政府 か ら Pt

シ ア に 渡 っ た 24葉の 梵文写本は ，ミ P ノ ブ と オーパ ーミ

ラ ーの 手で，我々 に その 姿を現わ しか けた もの の ，th　・一

バ ーミ ラ ーの 死 に よ っ て 忘れ られ，50年を 経 て ，こ こ に

や っ とそ の 内容が 明らか に され た 。
こ の 写本は 私が 日本

で研究す る こ とを許可され た の で ，す で に 出版 され て い

る Third　Bhavandikramaを 除 く 420，421，422番の 三 文

献 に つ い て は ， 近 い 将来に 必 ず テ キ ス ト と して 出版す る

こ とを 約束 して 稿を 閉じた い 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　1988年 5 月16日
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（6）
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lnga　las　Sa’idngos　gzhi　rgya 　gar　gyi　dpe　bzhugs／

恐 らくこ の
一

文 は 写本を利用 した チ ベ
ッ ト人に よ

っ て 記 された の で あろ う。

Yog 百c駈 abh 百mau 　nirupadhikE 　bhttmib　sam 互pt百／

と ある 後，さ らに ウ メ 体で チ ベ
ッ ト語が

一
文記さ

れて い る が，写真が 不 鮮明で 私 に は 読 め な い 。

SAthk；ty豆yana （1937），　pp ．6−20．

Mironov （1914），　p．332．

華厳 の 原 語 が Avatalpsaka な の か Ga ロdavyfiha

なの か の 議論に か ん して も ， こ の コ ロ フ t ン の 持

つ 意味は 大 きい の で は な か ろ うか 。
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